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図 － ３  貯 水 池 水 底 地 形 図  
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ダム貯水池の堆砂状況を把握するため，市販の魚群探知機を適用する調査手

法を試行．小型調査船（ゴムボート）に魚群探知機を搭載してダム湖上を航行

し，位置情報付きの水深データを大量に取得．これらを市販ソフトウェアで処

理し，簡単に湖底等深線図を作成することができる．簡便で安価に実施できる

ことから，繰返し計測によって湖底地形の変化を追跡すれば，堆砂メカニズム

を検討する有力な資料となり，貯水池の土砂管理に貢献できるものと期待．  

１．  はじめに  
近年，レジャーフィッシング分野の要請によっ

て魚群探知機が飛躍的に高性能化し，安価で小型

化している．水産資源・環境分野では，こうした

魚群探知機をシングルビームソナーとして利用し

た密度の高い測深調査を実施して，湖底や浅海域

から数百メートルにおよぶ海底までの高精度な水

底地形図の作成事例が増えており，水底の地すべ

り痕跡調査等，災害分野でも活用されている．  

筆者らは，こうした水底地形測量手法のダム貯水池堆砂調査への適性を確かめ

るため，ダム管理者のご協力を得て，ダム貯水池現場で計測を試行し，貯水池内

の堆砂状況を面的に安価に把握できることを確認した．  

２．魚群探知機を用いた試行調査の概要  

筆者らは 2018 年 7 月 11～ 12 日，新潟

県 妙 高 市 に あ る 笹 ヶ 峰 ダ ム （ 国 営 関 川 農

業 水 利 事 業 ， 総 貯 水 量 10 ,600 千 m 3， 湛

水面積 92ha，新潟県管理）において，魚

群探知機を用いた水底地形調査を試行．  

可 搬 型 の イ ン フ レ ー タ ブ ル ボ ー ト （ 通

称，ゴムボート，船外機付き）に， GNSS

魚 群 探 知 機 （ Lawrance 社 製 ， HDS7 

Gen3） を 図 － １ の よ う に 艤 装 し 調 査 船 に

仕立てた．  

ダム湖縦断方向 50m 間隔で設定した航

路に沿って時速 4～ 6km で総延長 33 .5km

にわたって航行し，航路直下で毎秒 3～ 4

点 の 測 深 デ ー タ を 測 位 情 報 と 同 調 さ せ て

取 得 ． そ の 計 測 結 果 を 図 － ２ に 図 示 し た ．  

市 販 ソ フト ウ ェ ア（ Reefmas te r  2 .0） を

用いて約 47 ,000 点の深度計測データを処

理 し た ． 航 路 間 の デ ー タ 空 白 域 は 近 接

デ ー タ の 内 挿 に よ り 自 動 補 間 し ,貯 水 池 全

体 の 等 深 線 図 を 作 成 し た ． さ ら に ， GIS

ソ フ ト （ ArcMap） を 用 い ， 等 高 線 図 に 読

← 魚 群 探 知 機 の 例

図 － ２  調 査 航 路 と 計 測 水 深  
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  図 － ４  サ イ ド ス キ ャ ン 計 測 中 の 画 面 ３ D
表 示 例  E x a m p l e  o f  S c r e e n  D i s p l a y  o f  F i s h  
F i n d e r,  d u r i n g  S i d e  s c a n n i n g      

図 ― ５  専 用 ソ フ ト ウ ェ ア に よ り 処 理 し た   
サ イ ド ス キ ャ ン の 3 D 点 群 デ ー タ E x a m p l e  o f  
3 D  p o i n t  g r o u p  d a t a  o b t a i n e d  b y  p r o c e s s i n g  d a t a  
o b t a i n e d  b y  s i d e  s c a n n e r  w i t h  d e d i c a t e d  s o f t w a r e  

み替え，周辺の地形情報と合わせて図―３の水底地形図を作成した．  

３．  計測データの吟味と成果の評価  

魚群 探 知 機に よ る 測深 の 計 測深 度 は ，バ ー チ ェッ ク と して 錘 を 下し て 実測し

た値とほぼ同一で，計測誤差は 10cm 未満と想定．魚群探知機の GNSS は GPS と

GLONASS 両 方 受 信し ， MSAS（ 静 止 衛星 型 航 法補 強 シ ステ ム ） 補正 を し てい る が ，

山間部の深い谷あいでは受信できる衛星数が減り，測位精度に水平方向 3～ 4ｍ

程度 の不 確か さは 免れ ない ．よ って ，ダ ム湖 縁辺 部で 地形 の傾 斜度 合に よ り 数

メートル測深誤差を生じる可能性がある．  

「測 量 」 とし て の 精度 を 求 めず ， 堆 砂状 況 の 面的 な 把 握を 主 眼 とし た 利用で

あれ ば， この 魚群 探知 機に よる 水底 地形 調査 結果 は， 実用 に耐 えら れる も の と

考えている．  

この 手 法 では ， 市 販の 魚 群 探知 機 ， 船外 機 付 きゴ ム ボ ート を 含 めた 装 備一式

をせいぜい 50 万円以内で調達可能で， SUV 車等に積載して機動的な現地調査が

実現 でき るた め， 極め て迅 速か つ安 価に 成果 とし て湖 底地 形図 が得 られ るの が，

最大の利点である．湛水面積 200ha 程度までのダム湖であれば，チーム 3 名，

2 泊 3 日で現地計測を完了可能．  

加え て ， 魚群 探 知 機で 記 録 した 超 音 波波 形 の 解析 に よ り， 水 深 を抽 出 すると

同時 に底 質組 成（ 硬度 ，粗 度） 分布 図も 作成 可能 ．貯 水池 のど こに ，ど の よ う

な土 砂が 堆積 して いる かを 知る 目安 とし て利 用で きる ．試 料採 取・ 室内 試 験 な

ど， 追加 的な 調査 によ って ，よ り確 から しく ，貯 水池 内の 土砂 堆積 状況 を 確 か

める こと がで きる ．こ うし た資 料は ，流 域の 地形 ・地 質調 査と 合わ せ， 貯 水 池

を含む流域の土砂の流出堆積機構を理解する手助けとなるだろう．  

また ， 水 底の 地 形 や構 造 物 の形 状 を より 詳 細 に把 握 す るに は ， サイ ド スキャ

ナ が 有 効 ． サ イ ド ス キ ャ ン ソ ナ ー は 扇 状 に 発 信 さ れ る 音 響 ビ ー ム に よ り ， 右

舷・左舷の全幅 100m 程度，深度 40m 程度までの水底を写真画像のように可視

化できる．くまなく走査すれば，補間の必要なく水底地形情報を取得可能．  

４．まとめ  

魚群探知機を用いた貯水池の水底地形調査によって，これまでの深浅測量で

は見 えな かっ た湖 底の 面的 な地 形情 報が 得ら れた ．こ の水 底地 形調 査は ， 簡 便

すな わち ，安 価に 実施 可能 とい うこ とで ，堆 砂状 況調 査の コス ト削 減を も た ら

し， かつ ，確 から しい 湖底 地形 把握 に基 づく 適切 なダ ム貯 水池 管理 の実 現 に ，

画期的な役割を果たせる可能性がある．  
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